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(解 説)
圧 力 鍋 に つ い て

川 口 武 豊

試験担当

竹 原 節 子

圧力鍋は蓋 を密閉 し、発生蒸気 に より内部の圧力を高 めて使用す る もので

ある。普通 に煮たのでは時 間のかSる 豆等 も短時間で 出来上 り・魚の骨等 も

容易に軟 くす るこ とが出来 る。玄米 を炊いた こともあるが皮が軟 くな つて食

べ 易か つた 。

圧力鍋 の作用

圧力鍋を用 いれ ば何 故 このよ うに軟 くなるか とい うと圧力 に より温 度が

100℃ 以 上にな る為 と考 えられ 為。温 度が高 くなれ ば作用が速進 されて早

く煮上 り、作用の限度 も先 に進んで軟 くな り難 い 電の も軟 くな るとい うのは

一般 の通則で ある。

圧 力そ のものの影響 ではない と考え られ るが実証はな いよ うである。圧力

鍋に空気 を吹 き入れて圧力を高 め100℃ に加熱 して見 ては如何か と思 う。

100℃ 以上の加熱は他 に直火や オー ブソで も出来 るがその場合は・乾燥

を伴 な う加熱 で あるか ら圧力鍋 の場合 とは別 と考 えなけれ ばな らない。

圧力鍋 の圧力は最大2kg/2cm(絶 対圧力)程 度 で水蒸気 の潟 度 との関係

は次表 の通 りで ある。

水蒸気の圧力 lkg/cm・} i.5 2 3

水蒸気の温度
b

140° 110 120 130

　

鼻莚)圧 力:絶 対圧力

気体 の圧力は絶対圧力(大 気の圧力を含 めだ もの)で 表 わ した り・ ゲー ジ

圧 力(大 気 の圧力を含 めない もの 〉で表 わ した りす るので間違 い易 い。器具 、

機械 につけ る圧力計(ゲ ー ジ)は 平 常の状態 で即 ち大気 圧の下 で指度が零で

あるよ うに作 られて居 珍、実用的には ゲー ジ圧力、理論 的には絶対圧 力が用
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いられ てい る。 この文 中では断わ らな い限 りゲージ圧力で示す こ と1す る。

圧力鍋の燃料 消費量

圧力鍋は丈夫 にす る為に厚 い材料で作 つてあ り、圧力をかけ る為の燃 料 も

要 るので同 じ時間使 うとす れば普通 の鍋 よりも燃料 消費は多 くな る。然 し普

通 では2時 間煮 なけれ ばな らない所を10分 間です むな らば燃料 は可 成 り少

な くなる。
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〔加 圧 した場 合 と、加 圧 しな い場 合 の燃 料 消 費比 較試 験 〕

内容 約44の 圧 力鍋 に 水 だけ を入 れ て試験 した 。

水量26、 水温11℃ 、 室 温20℃ 、 加 圧1kg/cm2

試 験 結果

1 11℃ →100℃ ガス85乏(12分)

2 100℃ 持続 10分 に つ き ガス154

3 100℃ →120℃ ガス246(4分)

4 120℃ 持続 10分 間 に っ き ガス214

(注)-
1.蓋 をして加熱し,蓋 の穴から蒸気が強 く噴き出した時を終点として数値を採った。

2.上 記の終点で,ガ ス栓を絞 り,蒸 気噴出が僅に認雄られる程度にして数値を採った。

1灘欝 鸞纓 轆撫 魏屠畿欝靆鍮 囃を
採 っ た 。

上記試験数値 か ら加圧 しな いで2時 間煮沸 した場合 と加 圧 して10分 間煮

沸 した場合 を比較すれば次の よ うになる。

加圧しない場合 加圧した場含
1

沸騰するまで ガス874 12分 沸騰するまで ガス87! 12分

沸騰鸞時闘 1806 120分
2

沸 騰→1k§/・m 24宏 4分

欝 267 132分 1kg/cm10分 21.P 10分

計 1304 26分 .

(注)・時閣については加圧した場合,c力 が下らないと蓋があけられないので所要時閤には

上記の他この時闇を加えなければならない。

圧力鍋 の構造

蓋 は圧力を押え る為 にネジ〆、引 つかけ、内面接着 等 とな つて いる。内面

接着は楕 円形 の穴に穴 より稍大 きい楕円形 の蓋 を入れて止め る方 式でいたむ

おそれ がな い。穴の長軸に蓋 の短 軸を合わせて蓋を中に入れ 、回 転 して楕 円

を合わせ る と内面か ら穴を塞 ぐよ うにな る。中に入れ るので蓋 が煮物 に当 る

のはよ くない。

圧力鍋 の安全弁は、安全弁 の作用をす るだけで な く、圧力調節 の役 目もし

なければならない。

調節 の巾は広 くないが、熱 源の加滅で調 節 し切れない僅 の所を 自動的 に調
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飾す る必要 が ある。 そ の為 に安 全 弁 は僅 か の蒸気 で も安 定 して噴 出す る もの

が よ く・噴 出 した り・止 つた りを繰 返 す もの は よ くな い。 これ は安 全 弁 の構

造 に起 因 す る ので ・ よい 電のを選 ぶ が よい。弁 を押 え る のに バ ネを用 い る も

の と、 お も りを用 い るも の とが あ り、 お もりは直接 弁 上 に乗 って い る もの、

レバー を介 して乗 つて い る ものが あ る。 バ ネ式 は、 つ か え て動 きが悪 くな る

こ とが あ り・ お も り式 は僅 か の衝 撃 で 動 い て不 意 に 噴 出す る こ とが あ る。 然

し一番 安 心 感 の あるの は弁 上 にお も りを置 いた 竜ので あ る。

安 全 弁 の他 に安 全 装置 と して温 度 ヒュー ズ(規 定 温 度 で溶 け る金 属)を 埋

込 ん だ栓 が蓋 に っけ て ある。 これ は安 全 弁 が働 かな か つた り、 空 た き等 を し

て温 度 が甚 し く上 つた場 合 、 溶け て 穴 が あ き、 内 圧を 下 げ る 作用 をす る もの

で ある 。

圧 力 を見 る には圧 力計 を つ けれ ば よい と考 え るが、 一般 の 圧 力計 は 圧力 鍋

に使 用 出来 な い 。煮 汁 が入 つて緑 青 を生 じた り、 中で 固 ま つて 指針 の動 き を

狂 わ せ 允 りす るか らであ る 。然 し水 だ け を使 う試 験 な ら ば差 支 え な い ので試

験 用 の圧 力 鍋 に は圧 力計 を取 りはず しが簡 単 に 出来 る よ うに して付 け て置 く と

よ い。 この計器 で安全 弁 の働 く圧 力 もわ か る ので任 意 の圧 力 で 働 く よ うに安

全弁 を な おそ うとす る ときに も役 立 つ 。

安 全 弁 を活 用 して圧 力 を一 定 に して い る が、 目的 か ら見れ ば温 度 を一 定 に

す れ ば よい ので 、 自動 温 度 調節 器 を使 つて もよ いわけ で あ る。 一般 用 と して

は器 具 が複 雑 とな つて不 向 か も知 れ な い が、試 験 用 と しては 作 つて 見 て も よ

い と思 う・蒸 気 を噴 出 させ ない ので 仕事 が きれ いだ し、 完 全 自動 に 出来 るか

ら見 て い る必要 もな くな る。
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使 用上特 に注意すべ き点

圧力 をかけ るのだか ら丈夫 に作 つてあるが、使用老 としては常 にひびわれ・

穴 あき等に注意 して万全 を期すぺ きで ある。細孔か ら強 く噴 出す る蒸気は膨

脹す る為に冷えて安外熱 くないが、湯 が噴 出すれ ば熱 い。ひび われは破裂 の

元 になるので よく注意 しない といけな い。

又、突沸(ト ップッ)を す る と煮汁 が噴 き出 した り煮物 が崩れた りす るの

で注意 を要す る。突 沸は急激 な沸 き上 りで あ つて圧力 が急に下 る と起 こるか

ら蒸気の急激な排 出を避け なけれ ばな らない。煮終 つて早 く圧力 を下げ よ う

と蒸気孔 を開け過 ぎる と突沸す る。弓、i,つか1つ ていた安 全弁 が開 いた り、お

竜り式安 全弁のお もりが揺れた りしても突沸す る・お も り式安全弁 の鍋は圧

力のか1つ ているあいだ動 した り衝鑿 を興 えた り しては いけ ない。安全弁 竜

常 に手入 して調子 よ く動作す るよ うに してお く必要 がある。安全弁 から蒸気

が出初 めた ら火 を弱めて僅に蒸気 が噴 出す る程 度に しなければな らない。強

く噴 出 している と安全弁 の 自動 調節 作用 が うま く行な われず又 ・燃料 も無 駄

に消費す ることになる。

結 び

圧力鍋を用い ると普通では長時間 をかげ て 作る ものが短時 間で 出来上 り・

軟 くす るこ とが困 難で あ つた 竜のも容 易 に軟 くす ることが出来 る利;,.が ある・

圧力をかけ る為に普通 より燃料 を多 く消費す るが時間 の短縮によ つて相殺 さ

れ、結果的 には燃 料は少な くて済 む、価 格 が稍高い点、色 々と注意 して使 わ

なけれ ばな らない点が欠点ではあるが圧力鍋は家庭用品 として便利な もの と

思、う。
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